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研究成果の概要（和文）：本研究は3ヵ年計画の下，スポーツ消費経験の革新性を多次元的に設定し，その妥当性を観
戦型スポーツイベント（1年目：千葉ロッテマリーンズの観戦者）および参加型スポーツイベント（2年目：アディダス
・ランベースのランナー）の消費者からデータによって検証し，スポーツ消費者市場においてイノベーションを通じた
顧客獲得の有効性を確認した．研究成果については，結果を2013年度ヨーロッパスポーツマネジメント学会で口頭発表
した．さらに，論文化に向け2013年度中に原稿をまとめ， スポーツマネジメント領域の国際誌で現在査読中である．

研究成果の概要（英文）：This study is a three-year project. The researcher conceptualized the idea of inno
vative sport consumption experience as a multidimensional construct and examined the construct validity of
 the proposed conceptualization in the contexts of spectator sport (spectators at a game of the Chiba Lott
e Marines in the first year the study was conducted) and participant sport (participants of Adidas Runbase
 in the second year studied). The researcher confirmed the effectiveness of customer acquisition through i
nnovation in the sport context. The researcher presented the results of this study at the 21st conference 
of European Association for Sport Management, Istanbul, Turkey. Furthermore, the researcher wrote a manusc
ript of the current study in the third year (2013) and submitted it to an international scholarly journal 
in the sport management field. Currently, the manuscript is under review.
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１．研究開始当初の背景 
日本のスポーツ産業の約 60%がサービス
財を扱い，近年のサービスに関連した様々な
イノベーションは多くの国民の関心を集め
ている．広島新球場で提供されるメジャーリ
ーグ級のファンサービス，プロ野球のプレイ
オフなどの新ルールの採用，阪神タイガース
が 7回に打ち上げるジェット風船による非日
常空間の演出，浦和レッズのファンが球場を
興奮と熱気で包む独特の雰囲気などは，スポ
ーツ製品のイノベーションが技術革新に基
づく物財のイノベーションだけでなく，新し
いサービス，アイデア，仕組み，パフォーマ
ンスなどの無形の経験によって達成される
ことを示唆する．多くのスポーツ製品が成熟
期を迎え，新たな成長曲線を描くことに苦労
する中，無形財としての性質を帯びるスポー
ツ製品を，経験的，感覚的，社会的に革新す
る仕組みを説明する必要がある（Berry, 
Shankar, Parish, Cadwallader, & Dotzel, 2006; 
Prahalad & Ramaswamy, 2003）． 
 
２．研究の目的 
 本研究は 3ヵ年計画の下，スポーツ経営者
がイベントの興行において創造性を発揮す
べき側面を多次元的に設定し，その妥当性を
検討するとともに，イベントの革新性が組織
のマーケティング目標に与える影響を分析
することを目的とした（1年目）．更に，理論
モデルの汎用性を高めるため，観戦型スポー
ツイベントに加えて参加型スポーツイベン
トの参加者からもデータを収集・分析し，ス
ポーツ・エンターテインメント産業において
イノベーションを通じた顧客獲得が有効で
あることを説明することも重要な目的であ
った（2 年目）．本研究結果の一般化に向け，
成果報告としてまとめ国際学会で発表する
とともに，国際誌に論文を投稿することを 3
年目の目的とした． 
 
３．研究の方法 
 本研究の目的を達成するために，本研究 1
年目はプロ野球観戦者（n = 278）を対象とし
てアンケート調査を実施した．調査項目は，
人口動態的特性（年齢，性別など），社会経
済的特性（収入，学歴など），行動的特性（応
援チーム，応援年数，観戦回数など）に加え，
心理的特性（顧客満足，ブランド価値，イベ
ントの革新性など）に関する質問項目を先行
研究より援用した（Brady, Cronin, Fox, & 
Roehm, 2008；Yoshida & James, 2010；Yoshida, 
James, & Cronin, 2013）．分析では，LISREL8.8
を用いた確認的因子分析によってイベント
の革新性の構成概念妥当性を確認するとと
もに，イベントの革新性がマーケティング目
標に対して持つ規定力を，構造方程式によっ
て分析した． 
本研究 2年目は，皇居周辺のランニング・
ステーションのユーザー（n = 329）からデー
タを収集し，研究 1年目と同様の調査尺度を

ランニングステーションのユーザーに合う
ように表現方法を修正した．プロ野球の場合
と同様に，LISREL8.8 を用いて，構築された
理論的モデルを確認的因子分析と構造方程
式によって検証した（図 1）．  

 
図 1 仮説検証モデル 

 
４．研究成果 
 本研究はスポーツ消費経験の革新性を多
次元的に設定し，その妥当性を観戦型スポー
ツイベント（1 年目：プロ野球観戦者）およ
び参加型スポーツイベント（2 年目：皇居周
辺のランニングステーションのランナー）の
消費者からデータによって検証し，スポーツ
消費者市場においてイノベーションを通じ
た顧客獲得の有効性を確認した．プロ野球（2 
(df) = 580.37 (288), p < .01; 2/df = 2.02; CFI 
= .98; NNFI = .98; RMSEA = .061）とランニン
グステーション（2 (df) = 665.17 (288), p < .01; 
2/df = 2.31; CFI = .98; NNFI = .98; RMSEA 
= .063）の両方のサンプルにおいて，構築し
た概念的モデルの構成概念妥当性を支持す
る結果が得られ，革新的なスポーツ消費経験
を測定する尺度を開発することができた（因
子負荷量，構成概念信頼性（composite 
reliability: CR），平均分散抽出（average 
variance extracted: AVE）のすべてが基準
値を上回り（表 1），全要因の平均分散抽出が
因子間の弁別的妥当性を示唆する値を示し
た；Bagozzi & Yi, 1988；Fornell & Larcker, 
1981；Hu & Bentler, 1999）． 
 
表 1 尺度の構成概念信頼性，平均分散抽出 
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仮説検証（表 2および表 3）については，
観戦型スポーツと参加型スポーツの両方に
おいて，革新的にデザイン性が魅力的で，尚
且つ利便性を兼ね備えた施設は顧客満足，ブ
ランド価値，顧客ロイヤルティの向上に大き
く寄与することが明らかとなった．さらに，
ユーザーコミュニティの革新性はプロ野球
コンテクストにおいて顧客満足，ブランド価
値，顧客ロイヤルティのすべてに正の影響を
及ぼす結果が得られた他，ランニングステー
ションのコンテクストではソーシャルメデ
ィアを使った革新的なオンラインサービス
が顧客満足とブランド価値の向上に関係し
ていることが結果より示された． 仮説検証
モデルはプロ野球（2 (df) = 592.80 (289), p 
< .01; 2/df = 2.05; CFI = .98; NNFI = .98; 
RMSEA = .062），ランニングステーション（2 
(df) = 669.56 (289), p < .01; 2/df = 2.32; CFI 
= .98; NNFI = .98; RMSEA = .063）の両研究環
境でデータに適合した． 
 
 

表 2 仮説検証の結果 
（プロ野球） 

 
 

表 3 仮説検証の結果 
（ランニングステーション） 

 
 
実践的な観点から，本研究によって構築し
たイノベーションモデルは革新的なスポー
ツ消費経験を達成するための具体的なイノ
ベーションポイントを理解する上で有効で
あり，特に（1）スポーツ関連，（2）サービ
ス関連，（3）リレーションシップ関連の 3つ
のカテゴリーを特定した．さらに，これらの
カテゴリーに含まれる 6つのイノベーション
ポイント（スポーツ・パフォーマンス，サー
ビス環境，施設の利便性，オンラインサービ
ス，ユーザーコミュニティ，会員プログラム）
が顧客満足，ブランド価値，顧客ロイヤルテ
ィとの関係の中でどのように管理・診断され
るべきかを説明した点においても，実践的貢
献を果たすものと考えられる．結論として，
本研究はスポーツイベントのイノベーショ
ンポイントの特定，顧客満足，ブランド価値，
顧客ロイヤルティなどのマーケティング目
標への影響の分析，観戦型スポーツと参加型
スポーツの両コンテクストにおけるモデル
の汎用性の検討の点において独創的である． 



研究成果については，結果を 2013 年度ヨ
ーロッパスポーツマネジメント学会で口頭
発表した．さらに，論文化に向け 2013 年度
中に原稿をまとめ， スポーツマネジメント
領域の国際誌で現在査読中である． 
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